
  

  

 

 

  

  いよいよ夏本番。暑い日が続くと体はだるく、食欲も無く」なかなか眠れないということがあります。そ

のままにしていると体にさまざまな不調が現れて「夏バテ」になってしまうかもしれません。暑さに負けない

体を作るには「まいにち朝ごはん」「汗をかく」「冷やしすぎに注意」「しっかり睡眠」が鍵となります。そして

「なんどもこまめに水分補給」がとても重要です。生活を整えて暑い夏を元気に乗り切っていきましょう！ 

     

虫さされの対応について 

       

 

 

すくすくげんき通信

 

明野しいのみ保育園  令和 8年 6月 30日発行 

初夏から秋にかけて、蚊が活動する時期になりました。保育園では虫よけスプレーや空調虫よけ薬など

での対策を講じていますが、戸外での活動、水遊びをしていく中で完全に防ぐことが難しいのも現状で

す。ご心配な方は登園前の虫よけスプレーや（0 歳児クラスでは使用していません。虫よけパッチを使用

します）衣服を調節するなどの対策をしていただけますようお願いします。虫にさされた場合、園では

流水で洗う、保冷材で冷やす、かゆみ等があるときはかゆみ止めクリームで様子をみることとしていま

す。ご家庭から塗り薬等を持参する場合は、受診をし、病院で処方されている薬に限り園で使用します

ので予薬依頼書とともにお持ちください。高熱や腫れの増強及びじんましんの場合、医療機関への受診

をおすすめします。虫刺されにより搔きすぎて細菌が入ってしまったり、とびひになってしまうことも

あります。保育園は子ども同士が近くで接し、身体の触れ合いも多く感染が広がりやすい状況にありま

す。患部をしっかり覆っていれば登園はできますが、ガーゼで覆えない状態や、全身に広がっている場

合などはご家庭で様子をみていただくかかかりつけ医に相談をしてください。 

 

☆プール遊びについての質問をまとめてみました☆ 

Q、薬を処方されています。体調はいいですがプールに入ってもいいですか？ 

A,内服中はプール、水遊びはできません。（慢性的な疾患等での服薬はご相談ください）気管支拡張剤のテー

プを張っているときも入水できません。体調が良ければ入水はできませんがプールサイドで遊んだり、室内

で過ごします。 

Q、水いぼがあります。プールにはいれますか？ 

A、ラッシュガード等で覆っていれば入れます。水いぼが化膿しているときなどは入れません。 

Q、伝染性膿痂疹（とびひ）があるときは入れますか？ 

A、入れません。自身の傷を悪化させる可能性もありますので、傷口がジュクジュクしているときなどプール

はお休みしてください。 

水遊びでは肌の露出が増え、触れ合う機会も多くなってきます。爪でお友だちや自身を傷つ

けることがないよう、定期的に爪をチェックしましょう！十分な睡眠、食事が大切です。 

朝の健康観察もお願いします。 


